第１学年　道徳学習指導案
	日　時：
	平成24年11月7日(水)

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名: 生命尊重(3‐(1))　
２．ねらい：生きるために奪ってきた動物の命の重さについて考え、自他の生命を尊重しようとする心情を養う。
３．資料名：肉を手に入れるための悲しい方法(きみがいちばんひかるとき(光村図書))（p.58～63）
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	自分達が食べている肉がどうやって得られたのかについて考える。
	①みなさんが食べる肉は、どうやって手に入りますか。
　・肉屋やスーパーで買ってくる。

　・動物が殺されて食用の肉になる。
	【一斉・発表】

・給食の写真を貼りイメージを持たせたりして、昨日の食事や給食などを思いおこさせる。

	展開
	資料を読み、筆者の考え方を理解する。
	②肉を食べるために、動物の命をうばうことについてどう思いますか。
　・仕方がない。　・無駄にしてはいけない。

　・よくない。　　・やり過ぎてはいけない。

　・かわいそう。
	【グループ・発表】

・班の形で資料を読み、話し合いに入る。
・自由な雰囲気で意見を出させる。

	
	
	③【中心発問】イヌイットの猟師が言う「自分が食べるために命を奪ってきた生き物の魂の重さ」(p.63上段『ずいぶん前～』)とは、どういうことでしょう。

　・殺されてきた動物に対する感謝の気持ち。

　・殺してきた生き物の命のぶんも、自分が一生懸命に生きなくてはいけない。

　・命の尊さ　・殺された動物の命は受け継がれる
	【グループ・発表】

・班でまとめることをせず、自由に話し合いをさせる。

・動物への感謝の気持ちや命の重さについて考えさせたい。

	終末
	生命の尊重や「いただきます」の意味を考える。
	④生命を尊重するとは、どういうことだろう。
　また、食事の時の「いただきます」にどんな意味を込めたいですか。
・自分の命だけでなく、他者の命の重さも理解していくこと。
　・自分は一人で生きていくのではなく、他の命と共生しているのだと自覚すること。

　・食事をするときには、動物や食事をつくってくれる人に感謝をして食べる。
	【個人】→【一斉・発表】
・ワークシートに書かせる。
・人間は他の生命との大きな調和の中でこそ生きられる」という点への自覚を深めたい。


５．準備物：資料、ワークシート、掲示物
６．板書計画



７．今後の改善点

　◎　中心発問の問い方を、「イヌイットがこの言葉にどんな思いを込めているのだろう」と言う問い方にすると意見が出やすい。
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　　　　　　　　　動物の命を奪うこと


・仕方がない。　・よくない。


・無駄にしてはいけない。
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・殺されてきた動物に対する感謝の気持ち。


・殺してきた生き物の命のぶんも、自分が一生懸命に生きなくてはいけない。


　　　・命の尊さ


・殺された動物の命は受け継がれる


　　　　　　　　


　　　　　　　　生命を尊重するとは？


・自分の命だけでなく、他者の命の重さも理解していくこと。


　　・自分は一人で生きていくのではなく、他の命と共生しているのだと自覚すること。


　　　


　　　いただきます


　　　








